



















































































































段目は、昭和 46 年 5 月国立劇場小劇場（以下「小劇場」と略す）第 18 回公演での「足利館」










































































































を取り上げる。この作品は、国立劇場が開場した 1966 年以来、1971 年 2 月、1977 年 2
月、1991年 2月、2011年 2月の 4回しか上演されていない、稀曲の一つである。しかも
そのすべてが東京の国立小劇場においてであり、文楽の本拠たる大阪の国立文楽劇場では
上演されていない。この点も「鳶田」と同様の状況である。 
  （１）「敵討襤褸錦」の物語性 



































と言われている。そのため部分的に曲が伝わっておらず、国立劇場で昭和 46 年 2 月に上
演した時は、上の巻の「先斗町」と中の巻の「春藤屋敷」の端場を、それぞれ野澤松之輔
と野澤勝平（三代野澤喜左衛門）に作曲してもらっている。 






























































































































 この作品は、国立劇場開場の 1966 年以来、一度も文楽で上演されていない。歌舞伎で
も 1969 年 8 月、松島屋による若手の勉強会「若松会」で上演された。その前に国立研修
2 期生による発表会に取り上げられ、その後、歌舞伎では上演されているが、文楽では上
演が絶えている作品の一つである。 























































































注 1 昭和 5 年から 7 年にかけて、「大序会」、「素浄瑠璃」として 6 回上演、また昭和 7 年の地方
公演でもこの段だけが上演されている。逆に、今日人気のある四段目の「金閣寺」は明治 41 年
以降昭和 27年まで本公演で上演されていない。 
注 2 国立劇場開場以来、この段は 3回だけ上演されているが、いずれも東京の国立劇場のみであ
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